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特集　子どもたちを支える学びの場
どうなるの？これからの学校プール

とある授業で使う秘密道具

どのように使うものか

みなさん分かりますか？

筋トレ用具？

何かを測る道具かな？

答えは記事の中にあります

ぜひ読んで探してください！
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障がいの程度が比較的重い子どもを対象とした学校。県内には２０校

（国立１、県立１８、市立１）あります。長野県では、学校施設が子

どもたちの可能性が最大限伸びる学びの場で、共生社会の実現に向け

た協働の学びをサポートする場になることを目指しています。

特別支援学校

通常の学級に在籍し、一部特別な指導を必要とする子どもが対象。週に８時

間以内で、一人ひとりの状態に応じた自立活動（学習や生活の困難の改善・

克服を目指す活動）を行います。原則、教室が設置されている学校まで児童

生徒が通って指導を受けます。令和７年度までの長野県の設置教室は１９９

教室。巡回指導実施教室（サテライト教室）は１５２教室。

通級指導教室

教育支援

センター

フリー
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（言語障害通級指導教室）
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（ＬＤ等通級指導教室）
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居住地校

交流

盲・ろう学校の

通級指導教室

障がいのある子どもを対象とした、少人数の学級。各教科の学習に

加えて自立活動（学習や生活の困難の改善・克服を目指す活動）を

行います。

特別支援学級

　下の図は、小学校・中学校・特別支援学校を中心として

学びの場をまとめたものです。　「聞いたことはあっても詳

しくは知らない」　「関心はあるけれど誰に聞いたらいいか

分からない」という人が多いのではないでしょうか？

　今号では、子どもたちを支えている学びの場の説明や、

長野県内の学校の紹介をします。

子どもたちを支える
学びの場

子どもたちを支える
学びの場

特　集

長野県は令和８年４月より

「養護学校」の名称を使用して

いる１４校の校名を

「支援学校」に変更します

長野県が目指す教育の未来とは？

第４次長野県教育振興基本計画

▼

※ 長野県ＰＴＡ連合会調べ

＊地域によって呼び方が違います

養護学校
・知的障がい

・肢体不自由

・病弱身体虚弱



秘密道具その②

鼻息鏡

自分の声を耳元で聞くと
正しい発音ができているか

よくわかります

秘密道具その①

スピーチシュウ

人はいろいろな話し方をし

てみんなが同じではないこ

とを知って欲しい。特にき

つ音は安心感が改善につな

がることが多いので、それ

も一つの個性として認めら

れる社会や文化になるとい

いなと思う。親や子ども、

先生方も「ことば」につい

てもっと気軽に相談できる

ようにしていきたい。

柴田　勝幸先生

鏡のくもり方で発声する
ときの息の方向や強さを
目で見て確認できます

● ことばの教室とはどのような教室ですか？

小学校の児童を対象とした通級指導教室の一つです。ことばの教室はまだ認知度が低く

当事者以外の保護者や、先生の中にも知らない人がいます。　

● どのような子どもたちが通っていますか？

正しい発音ができない、言葉のリズムがなめらかでない、使える言葉がなかなか増えな

い、話したい内容をうまく伝えられず言葉のやり取りがうまくいかない、話し始めの音

が詰まって出にくい（きつ音）など「話すこと」が苦手な児童が通っています。

多くの児童は幼稚園・保育園、医療機関の先生からの紹介で入学と同時に通い始めます

が直接ご家族から問い合わせがくることもあります。

● ことばの教室にはどのように通いますか？

授業は原則週１回です。この教室には飯綱町、信濃町、長野市から通ってきます。自校

の児童は自分の教室から直接来ますが、他校の児童は保護者の送迎で通っています。放

課後の場合がほとんどですが、１時間目や６時間目を抜けて通う児童もいます。

● 他の教室から離れた場所にあるのは、何か理由がありますか？

授業では自分の声をしっかり聞きとり発音することが重要です。そのために、外部の音

が届きにくく集中しやすい場所に教室を設置しています。他校の児童が送迎してもらう

際に車を停めやすい場所にもなっています。

　長野県の北部に位置する飯綱町はりんごの名産地です。見晴

らしの良い高台にある三水小学校。校舎の一角の静かな場所に

「ことばの教室」があります。

　児童たちに指導を行う柴田勝幸先生にお話を聞きました。

● トレーニングの内容は？　

か行の発音が苦手な場合はガラガラうがいをしま

す。水の量を徐々に減らして、水のない状態でガ

ラガラと言えるようにします。か行の発音は舌の

根本を使うのでこの方法が有効です。家庭ででき

ることはやるよう声掛けをしますが、やりすぎは

逆効果なのでほどほどにとお願いしています。

● 教室ではどのように学んでいますか？

児童と先生が一対一で指導をしています。それぞれ苦手なことが違うので個別に必要

なことをトレーニングします。発音を直すのはとても大変です。苦手なことを繰り返

すので、教科の学習を取り入れたり、遊びやゲームの要素を取り入れながら楽しく学

べるように工夫しています。

● ことばの教室の課題はありますか？　

①認知度の低さ。広く周知されないと、指導を必要とする児童につながりません。

②保護者の負担の大きさ。送迎の都合がつかずに通えない児童がいます。

③先生が足りない。若い先生がいない。５０代以上の先生がほとんどで、定年後に続

けている先生もいます。
長野県言語聴覚士会

ホームページに教室

設置校の一覧が載っ

ています。子どもの

ことばが気になると

きは気軽に相談して

ください。

▼

ことばの教室
　

飯綱町立三水小学校
さみずいいづな

柴田先生ありがとうございました。



● 子どもたちの様子を教えてください　

支援学校の子どもたちの中には集団が苦手な子もいますが、小学校の子どもたちと

の楽しい経験の積み重ねで、家族や身近な人以外への抵抗が減っていきます。学校

の外で会ったときにも「あ！須坂小の先生こんにちは！」と自分からあいさつする

など積極的にかかわることができる子もいます。小学校の子どもたちは、運動会な

どでのびのびと自分を表現する姿を見て「また一緒にやりたい！」と感じたり「ど

うしたら一緒に楽しめるか？」を自分たちで考えたりするようになりました。

● 保護者の声はどうですか？

支援学校のある保護者は「子どもと出かけたときに須坂小の子が声をかけてくれる

ことがあってとても嬉しい」と話してくださいました。小学校の保護者からは「須

坂小の子どもたちの、友達を見るまなざしがとても温かい」　「須坂小で学べる自分

の子どもが羨ましい。自分もこういう環境で学べていたら、もっと他者とのかかわ

り方などが違っていたのではないかと思う」 という声があります。

両校の校長を務める

水倉　美和子先生

＆　　

支援学校公式キャラクター

どんちゃん

子どもたちが誰に対しても優

しい。その優しさは教えたも

のではなく、支援学校の子ど

もたちとずっと接してきて彼

らが学んで得たもの。　「色々

な人たちがいるのが当たり前

の世界」という何事にも代え

がたい価値観をこれからも大

切にしたいと思います。

手前は

小学校

奥は

支援学校

そこに

境界線は

ありません。
隣合せの昇降口

おはよう！また明日！
毎日一緒です。

須坂市立須坂小学校
+

須坂支援学校

　開校１５２年の伝統がある須坂市立須坂小学校。同じ校舎

の中にある須坂支援学校は、平成２３年度に開校した長野県

で唯一の市立の特別支援学校です。

　一つ屋根の下、ともに育つ両校の子どもたちについて、水

倉美和子校長先生にお話を聞きました。

● 須坂支援学校の成り立ちについて聞かせてください　

始まりは「地域の学校で子どもを学ばせたい」という保護者の声でした。その頃須坂市

の子どもは、長野・稲荷山・飯山いずれかの養護学校に保護者の送迎で通うか、寄宿舎

に入り家族と離れて生活していました。　「地域の子どもは地域で育てる」という須坂市

の理念とも重なり、準備期間２年を経て開校しました。

● それぞれの教室などはどのようになっていますか？　

同じ校舎の中で隣り合わせに支援学校の教室と小学校の教室があり、昇降口や体育館、

トイレなどは共用です。休み時間や給食、掃除の時間を合わせて日常生活の中で子ども

たちが自然にかかわりを持てるようにしています。休み時間には両校の子どもたちが入

り混じって遊んでいますよ。

すざか

２０２４年度から引受保険会社がＡＩＧ損害保険に変わりました

全ての子どもが
それぞれのニーズに応じた
教育を受ける必要がある

特別な支援（教育）ではなく、
個に応じて分け隔てなく教育を
受けさせたいという願いを込め
「特別」を入れず「須坂支援学
校」という校名になりました。

須坂支援学校の

校名に込められた願い

小学校の職員室には
支援学校の

お便りコーナー。



上から順番に英語・ウル
ドゥー語・タイ語の「校
長室」です。 
小学校には外国籍の子ど
もたちも通っています！

● 両校の交流について教えてください

運動会、音楽会などの行事は合同で行っています。休み時間などの自然な交流以外にも

「たてわり班交流」や「プレイルーム交流」などグループ交流の時間を設けています。

たてわり班交流のグループは、１年生から６年生、そこに支援学校の子どもたち。まさ

にごちゃまぜ！両校の先生間で事前に何度も打ち合わせをしますが、うまくいかないと

きもあります。次に活かすこともあれば、その場で子どもたちと一緒に解決できること

もあります。

● 例えばどんなことですか？

集合写真を撮る際に、整列する場所にどうしても並べない子がいた。さあどうしよう？

というとき、子どもたちが「みんなで○○さんの周りに集まればいいじゃん！」となり

写真を撮ることができたんです。まとめ役の６年生が困ってしまう場面もありますが、

そこを含めたプロセスが大切だと考えています。いろいろ起こって当たり前。大変だか

ら別にやるのではなく、子どもたちが本当に楽しめたり、より良く過ごしたりするには

どうしたらいいのか？をみんなが納得するまで考えます。

● 先生たちについて聞かせてください

小学校の先生方には、１学期の間に支援学校の生活を体験して一緒に活動する時間を設

けています。支援学校の子どもたちが先の見通しを持ちやすくし、自分で行動するため

のさまざまな工夫は、小学校（特に低学年）でも活かせることがたくさんあります。

支援学校の先生の子どもたちに接する姿が、子どもだけでなく先生方にとっても接し方

を考えるきっかけとなっています。何でもかんでも手を差し伸べてやってあげると自立

の妨げになってしまいます。必要な支援を必要な分だけ行い、その子が自ら動き出すの

を待ち、見守ることを大事にしたいと思います。

少人数で行うプレイルー
ム交流は開校当初から続
く伝統の行事。自分の順
番が来るのを子どもたち
が楽しみにしています。

● 両校にかける先生の思いを聞かせてください

開校時は４人だった児童が、小学部３１人、中学部８人に増

えました。支援学校の職員も増え、物理的な場所の問題が出

てきています。しかし、一緒にやることが大変だととらえる

のでなく、むしろ大変なことがあるのが大事だと考えたいと

思います。みんなで知恵を出し合って解決していく。思い通

りにいかなくても、そういう先生たちの姿を子どもたちに示

し子どもと一緒に考えていくことが大切。一度でベストな答

えが出なくても、解決に向け、みんなで考えるプロセスを大

事にしたいと思います。

「子どもたちは学校で過ごす期間よりも卒業した後の年月の

ほうがはるかに長い。地域の中に、学校や家族以外の本当に

理解してくれる人がたくさんいたり、お互いが自然でいられ

る関係を築いたりすることが、子どもたちの未来には必要な

のだ」という言葉が心に残っています。水倉校長先生、あり

がとうございました。

校章の由来

両校の校章に使われているくぬぎの葉。くぬぎ
の葉とどんぐりは、平安時代に学校のある地域
が椚原荘（くぬぎはらそう）と呼ばれていたこ
とに由来しています。支援学校の校章をデザイ
ンしたのは当時の須坂市内の中学生。スの字亀
甲（市章）はあたたかな地域住民の心を表し、
地域の中で明るく元気に育つ子どもの姿を願い
平成２５年に制定されました。

小学校 支援学校



※1 読売新聞オンライン/2025年9月19日 
『水泳授業を続けるのかやめるのか…水中感覚や水難対策に必要、施設老朽化で維持困難』 
https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/news/20250918-OYT1T50156/ 
※2 時事ドットコムニュース/2025年03月22日 
『６年生の半数、５０メートル泳げず コロナ禍で習う機会激減―豪』 
https://www.jiji.com/jc/article?k=2025032200192&g=int 
※3 読売新聞オンライン/2024年8月11日 
『世界的に珍しい学校のプール、熱心な水泳授業は武芸が由来？…見直される学ぶ目的』 
https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/news/20240810-OYT1T50186/ 
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　公立の小中学校にプールがあるというのは、世界的にとても珍しいよう
だ。別の記事（※３）によると、文部科学省の調査では公立小学校の屋外
プール設置率は、２０１８年度に９４％に達している。水泳教育に詳しい
鳴門教育大学の松井敦典教授は「オランダやドイツも水泳授業はあるが公
営プールで行う。国際学会で日本の公立校の多くにプールがあると話すと
驚かれる」と語っている。
　２０１４年に高校生ら約３００人が犠牲となった「セウォル号」沈没事
故を受け水泳の授業に力を入れる韓国でも、小学校のプール設置率は２％
程度だという。恵まれた環境にある日本で水泳に親しむ機会を維持してい
きたいと、多くの方は考えるのではないだろうか。  

　今、学校のプールが曲がり角にある。最近目にした記事（※１）によると
●プールの老朽化が進み維持管理費の負担が増加している　●水質管理や安
全管理のための教員の負担が大きい　●温暖化により熱中症のリスクがある　
●水泳の授業に参加しない児童生徒が増えている（水に入りたくない、水着
に抵抗がある）などの理由から、水泳の実技を行わない、または民間の施設
に委託する学校が増えているという。長野県内でも、屋内の施設に移動して
水泳の授業を行う学校が増えてきている。　「６年生の半数、５０メートル泳
げず　コロナ禍で習う機会激減　豪」という記事（※２）では、水泳大国と
いわれるオーストラリアの学校でも水泳の機会が激減していることが紹介さ
れている。

　今年度、諏訪郡原村にある村立原小学校では、原村教育委員会と原村生涯
学習課スポーツ係の共催で２日間の夏休みプール開放を行った。コロナ禍で
中断してから数年振りのプール開放は、ボランティア募集で集まったＰＴＡ
の方々が見守る中、楽しそうに泳ぐ子どもたちで賑わっていた。
　この先、それぞれの地域の実情に合わせた形で水泳の授業が変化していく
だろう。そのときに保護者や地域住民がどうかかわっていけるのか。ボラン
ティアのあり方など課題はさまざまあるが、子どもたちが水泳に親しめる環
境を維持していけるよう考えていきたい。

出典

どうなるの？これからの学校プール

岡谷市立岡谷北部中学校では、老朽化した同
校のプールをビオトープに再生する取り組み
を始めた。使われなくなった施設をどうする
かは全国共通の課題だが、完成したビオトー
プはきっと新たな学びの場として子どもたち
が集う空間となるだろう。

屋内施設の利用は、移動に時間がかかるが
天候に左右されず授業時間が確保できる利
点もある。

水泳は関節や筋肉への負荷が少なく、成長期
の子どもたちが安全にできる運動の一つ。

◎神田　和幸（高山小長）
〇中村　深志（大豆島小頭）
　大日方　光子　　山岸　優子
　中島　真紀子　　樋川　善史
　柳澤　加奈子

情報
発信部

　特集の取材でお話してくださった柴田勝幸先生、水倉美和子校長先生は
お二人とも語り口が柔らかく、すべてを包み込むようなやさしさにあふれ
た先生でした。それぞれの教室・学校では、一人ひとりの個性を大切にし
ながら子どもたちが安心して学び、力を発揮する環境が整っていると感じ
ました。今回の新聞が、水泳学習を含め地域の実情や子どもたちのニーズ
を踏まえた学びの場について、改めて考える一助となれば幸いです。

         編集長　神田和幸

編　集　後　記

―


